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私たちの生活で使われた水又は雨水は、下水道管を通じて処理場へと運ばれます。これによ

り、街の衛生環境が保たれ、病気の予防にもつながっています。

全国の下水道管の総延長は約50万 kmにのぼり、そのうち約4万 km（約7％）が標準耐

用年数である50年を超えています。さらに、今後10年で標準耐用年数を超える下水道管は約
10万 km（約20％）、20年で約21万 km（約42％）に達すると見込まれています。「管き
ょ更生工法」により、管の機能を回復・延命する対策が順次進められています。

しかしながら、管内では下水中の有機物が分解される過程で硫化水素（H2S）が発生する

といわれており、これが管の腐食を引き起こす原因となります。そのため、管きょ更生工法に使用
する材料については、硫化水素（H2S）を含む腐食性ガスに対する耐性を把握しておくことが非
常に重要です。

～管きょ更生材の耐腐食性ガス評価～

GH-180-VL
山崎精機研究所製

ガス種 低濃度設定時 高濃度設定時

H2S 10～250 ppb 1～100 ppm

NO2 100～2500 ppb 1～20 ppm

SO2 100～2500 ppb 1～100 ppm

Cl2 10～250 ppb ―

耐腐食性ガス処理 偏平試験（外圧試験）

槽内温度：20～50℃
槽内湿度：75～95％RH

処理時間 0時間 168時間 504時間

基準たわみ量に
達したときの荷重

と変化率
9.7 kN

9.6 kN
(-1%)

9.2 kN
(-5％)

◎評価例

・耐腐食性ガス処理を経時的に実施し、更生管の

偏平試験から基準たわみ量に達したときの荷重

及び変化率を評価
・処理条件：H2S 100 ppm、50℃、95％RH

【装置仕様】

槽内

装置
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